




令和2年度
岡山県備中保健所地域医療事業功労賞を頂きました

地域医療連携室看護師　　宮　本　敏　子

　この度、備中保健所地域医療事業功労賞という名誉ある賞をいただき誠にあり
がとうございます。健康で長年看護を続けることができたことに本当に感激して
います。日頃から、良い方向に導いてくださる先輩や傍らで支えてくれる仲間や
家族のお陰だと感謝しております。今後も多くの人達との出会いを大切にし、仕
事に頑張ってまいります。
　私は地域医療に貢献できるよう看護師として43年間勤務し、急性期看護25年、
慢性期看護18年と長きにわたり携わることができました。特に神経・筋疾患病棟
においては、平成19年神経・筋疾患病棟、療養介護病床の開設・開始に力を注ぎ
ました。人工呼吸器を装着しての生活を余儀なくされた患者の療養病床での人生
・生活を支える看護を実践しました。ある入院患者の御家族から、「本人の思い

や考えがわからないからどのように接したらよいのかわからない」と苦しい気持ちを相談されました。声が出
ず、コミュニケーションも図れない、封じ込まれた患者の気持ちを引き出すために、生活の質の評価法ＳＥＩ
ＱoＬ－ＤＷ等の理論を用いて看護実践を行い、患者の気持ちを引き出すことができ、患者・家族の人生に変化
をもたらすケアが実践できたと実感しています。
　43年間の看護師人生の中で、多くの患者様の人生の終焉である看取りの看護に立ち会う事が出来ました。そ
のたびに、看護観が深まり自分自身の成長に繋がりました。また自分の家族の病気や看取りの経験を重ね、患
者と御家族の気持ちに寄り添える看護となり、より一層看護観を深める事となりました。看護師として、この
ような貴重な体験を重ねることが出来、生涯の宝物を頂けたと感謝しております。また、看護職を続け人生経
験を積むことで自身の人生観を得ることが出来ました。私を支えて下さった方々に感謝の気持ちでいっぱいで
す。
　現在は、地域医療連携室退院支援看護師の職務につき、医療ソーシャルワーカーと共に、地域との連携を密
にし、住み慣れた在宅及び施設での生活が可能となるように退院支援を実践しています。今後も地域の皆様と
連携し、多様な患者様の支援を行っていきたいと考えます。
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新型コロナウイルス
感染症防止対策について

◆ 環境整備による感染症防止対策 ◆

◆ 職員による感染防止対策 ◆

受付に透明ビニールシートを
設置しています。

●職員は全員マスクを着用しています。
●職員は必要に応じてフェイスシールドを使用します。
●毎日2回(朝・夕)以上の体温測定と健康チェックを実施しています。
●日常的に標準予防策と「新しい生活様式」を実践しています。
●飲食等の外出制限をしています。
●使用したマスクは、専用の廃棄ボックスへ捨てています。

手指消毒液を受付等に
設置しています。

マスクの販売機を玄関入口に
設置しています。

待合席の間隔を確保しています。

車いすやカートの
消毒を定期的に
実施しています。

消毒液
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当院では、患者さんに安心して受診していただけるよう、新型コロナウイルス
感染を防止するため、職員全員に院内でのマスク着用及び手指消毒の標準予防策
等を徹底し、患者さんを含め来院する全ての方にもご協力をお願いしています。
皆様には引き続きご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 ！

◆ 来院される全ての方への感染防止対策 ◆

●病院玄関で職員が検温と問診を行っています。

体温測定

●感染が疑われる方は、別のルートで専用の診察室に入り、診察と検査をするため、
　一般の方と院内で接触することはありません。

●インフルエンザ流行期に備え発熱症状のある患者さん
　には別棟で診療と検査を行います。

●訪問の方(業者等)には、事務所にて健康チェックと
　訪問記録を作成しています。

感染症外来

発熱外来

オンライン
面　会

来訪者

●医師の判断によりPCR検査等を実施しています。
●入院前の体温等の健康チェックを
　お願いします。

●入院が決まったら不要不急の
　外出は自粛をお願いします。

入院前の
患者さんへの
お願い

●建物に入るときは、マスク着用を
　お願いします。

●手指消毒液を玄関等に設置して
　いますので、建物への入退出時
　には手指消毒をお願いします。

マスク着用と
手指消毒

●原則として面会は中止しています。

●特に認められた特別面会や病院内での
　オンライン面会は実施しています。
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　たんぽぽ保育園は、在園児３６名、ばら組・ひまわり組・ちゅうりっぷ
組・たんぽぽ組・すみれ組の計５クラスから成るアットホームな園です。
自然豊かな環境にあり、四季折々の草花や生き物を間近に感じることがで
き園庭遊びや近隣の散策等を子どもたちは、とても楽しみにしています。
　この度、園庭に新たに『グランドバランサー』という屋外用のバランス

遊具を設置していただきました。傾斜や段差に挑戦した
り、『どん・ジャンケン』で盛り上がったり、１歳
児から年長児まで様々な遊びを繰り広げて楽しんで
います。
　また、畑では夏場はきゅうり・ナス等、冬場はほ
うれん草・大根等の野菜も育てており収穫を通して
自然の偉大さそして食べ物の大切さを知る事で、好
き嫌いなく何でもありがたくおいしく食べられるよ
うになってきています。
　手洗い

をしたり、こまめに喚
起をしたりして、新型

コロナウイルス感
染症予防を園全体
でも取り組み、元
気に楽しく過ごし
ていこうと思います。

令和2年度　
岡山県結核診療連携拠点病院
研修会開催

　令和2年度結核拠点病院研修会を、「外国出生者の結核」
と「コロナ禍における結核診療」の二つをメインテーマと
して企画いたしておりましたが、今年度は新型コロナウイ
ルス感染症の拡大により、安全にご参加いただけるよう
WEBにて配信する研修会へ変更し、11月5日より実施して
います。(参加申し込み期間は終了しています。) 
　岡山県保健福祉部より岡山県の結核患者の動向を報告し
ていただき、続いて岡山県健康づくり財団附属病院の福田
智子先生から、ここ数年で岡山県でも増加してきている外
国出生結核患者の現状の分析と今後の対策・課題を講演し
ていただきました。また当院の谷本安院長からは、新型コ
ロナによって結核医療が受けた影響－患者の動向、医療提
供体制などのデータを取り入れながら説明し、コロナ禍に
おいていかに受診の遅れをなくして結核診療を遂行してい
くか、地域での協力体制の必要性を提唱した内容となって
おります。
　今回の研修会が少しでも皆様の今後の日常診療にお役に
立てれば幸いです。

ぼくがとったよ
！

みんなといっし
ょにとったよ！

みんなといっし
ょにとったよ！

まだ食べれない
の？

ヒヤヒヤ！

　　ドキドキ！
！

よいしょ！
　　よいしょ

ぼくがとったよ
！

まだたべれない
の？

ヒヤヒヤ！

　　ドキドキ！
！

よいしょ！
　　よいしょ

たんぽぽ保育園たんぽぽ保育園
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免疫力を　　　　　食事について
　冬は、空気が冷たく乾燥しているため、免疫機能が低下しやすく風邪をひきやすく
なります。また、現在流行している新型コロナウイルスだけでなく、インフルエンザ
も流行することから、例年よりも免疫力を高めて感染症に対抗する必要があります。
　では、免疫力を高めるためのポイントは何なのでしょうか。それは腸内環境を整え
ることです。腸には体内の60%以上の免疫細胞が存在しているため、腸内細菌のバラ
ンスを整えて腸を健康に保つことが免疫力をあげるカギとなります。腸内細菌のバラ
ンスを整えるためには、発酵食品を取り入れること、食物繊維を摂取することが大切
になります。

　発酵食品には乳酸菌やビフィズス菌などの善玉菌が含まれており、積極的に摂取することで腸の正常な働きをサポート
することができます。しかし、チーズや漬け物などの塩分の強いものの摂りすぎには注意が必要です。
　食物繊維は善玉菌のえさになり善玉菌を増やして腸内環境を整えます。また
、排便を促進し腸内の有害物質を減少させるはたらきもあります。1食あたり
、生野菜であれば両手1杯、加熱野菜であれば両手1杯を目安に摂取しましょ
う。海藻やきのこ、人参やゴボウなどの根菜類も利用することで食物繊維をと
ることができます。
　ここで免疫力を高めるために大切なのは、発酵食品や食物繊維を継続して食
生活にとりこむことです。一度にたくさんの量を摂取したからといってすぐに
腸内環境が整うわけではありません。
たまに数回の摂取ではなく、毎日少しずつ摂取することが必要です。
減塩が必要な方や糖尿病の方などは量の調整が必要ですので栄養士にご相談く
ださい。

高める

作り方
①フライパンにごま油をひき、ニンニクチューブとしょう
　がチューブを入れ香りが出るまで炒める。
②香りがでてきたら鶏ミンチを加え、こいくちしょうゆと
　酒を入れてポロポロになるまで炒める。
③鶏ミンチに火が通ったら粗熱をとる。
④引き割り納豆に付属のたれをいれ、かき混ぜる。
⑤④に③の鶏ミンチとねぎ、お好みでタバスコを入れ混
　ぜ合わせる。

免疫力を　　　　　食事について

発酵食品
・納豆
・ヨーグルト
・味噌
・キムチ
・漬物
など

食物繊維
・海藻
・きのこ
・ごぼうなどの根菜類
・いも類
・こんにゃく

　発酵食品や食物繊維
を取り入れて

　寒い冬を元気に乗り
越えましょう。

　発酵食品や食物繊維
を取り入れて

　寒い冬を元気に乗り
越えましょう。

発酵食品の納豆を利用した「スタミナ納豆」を紹介します。
スタミナ納豆は鳥取県の給食でも提供されており、たんぱく質もしっかり摂取できるおすすめの一品です。

スタミナ納豆
材料(2人分)
　鶏ひき肉…60g
　ニンニクチューブ…2cm
　しょうがチューブ…2cm
　こいくちしょうゆ…小さじ1/2
　酒…小さじ1/2
　ごま油…小さじ1/2
　ひきわり納豆…2パック
　付属のたれ…2つ
　ねぎ…10ｇ
　タバスコ…お好みで数滴

栄養成分(1人分)：エネルギー163kcal
たんぱく質13.2g、塩分0.8g
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場

紹 介
職

　栄養管理室は管理栄養士4名、調理師2名、給食委託職員26名の計32名の
スタッフで、外来・入院患者さまの栄養管理に取り組んでいます。
　栄養管理室の業務は大きく3つに分けられます。1つ目は献立や食事提供に
関する給食業務、2つ目は患者さまの栄養状態把握と管理を行う臨床栄養業務
、3つ目は栄養食事指導です。
　1つ目の給食業務においては、入院患者さまに安心・安全なお食事の提供が
行えるよう、大量調理施設衛生管理マニュアルに基づき、徹底した衛生管理の
もとで調理業務を行っています。食事は季節に応じて旬の食材を取り入れ、入院
患者さまに季節感を味わっていただけるよう心がけています。年に3回の嗜好
調査、日々の検食・残菜調査を元にメニューの見直しを実施しています。「おいし
かったよ。」など患者さまから頂くお言葉は私たちにとって何よりの励みです。
　2つ目の臨床栄養業務においては、栄養管理計画書による栄養評価、NST（
栄養サポートチーム）をはじめ呼吸ケアチーム等チーム医療の一員として患者
さまを栄養面からサポートできるよう努力しています。
　3つ目の栄養食事指導においては、医師の指示に基づき、患者さま1人ひとり
にあった無理なく継続できる食事療法の提案に努めています。
　当院では実際に病院の食事を食べていただく「体験食」も実施しています。実
際にお食事を食べながら栄養食事指導を受けて頂くことで、味付けや量の目安
など食事療法への理解が深まると思います。興味のある方は病院スタッフにお
声がけ下さい。
今後も栄養管理室では患者さまに満足して頂ける食事の提供、そして治療の一
環としての栄養管理の充実に努めていきます。食事でお困りのことがありまし
たら、いつでもお気軽にご相談下さい。

栄
養
管
理
室

栄
養
管
理
室

栄
養
管
理
室
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